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要   旨（アピールポイント）  
 養殖水産物の食害生物として、年間15,000トン以上が駆除・廃棄されているヒトデ類は、有用水産バ

イオマス資源であり、その有効利用が強く求められている。  
 これまでにヒトデ内臓からトリプシン、カルボキシペプチダーゼB、ホスホリパーゼA

2
等の各種有用

酵素類を単離し、それらの基本的性状を明らかにしてきた。  
 ヒトデトリプシンの活性化や安定化にはカルシウムイオンが不要であり、また温度安定性も哺乳動物

にくらべて低いことから、低温食品加工への利用が期待される。  
 イトマキヒトデ内臓由来のホスホリパーゼA
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活性は、市販ブタ膵臓酵素の約30倍、工業用酵素の約３

倍であり、極めて有用なホスホリパーゼA
2
供給源となる。  

 ヒトデ内臓由来の各種酵素類は、牛海綿状脳症の影響から利用が制限されている哺乳動物由来の酵素

類の代替になり得ることが期待される。  
  

特記欄  ヒトデ由来新規トリプシンおよびその利用（特願2005-099448）  

 




